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基本構想

基本計画

実施計画

次期総合戦略の策定について
第５次総合計画について

総合計画とは、将来を展望し、長期にわたって市の発展を図るための行政運営の指針となる計
画で、市の最上位計画となるものです。

計画 推進期間
第４次新座市基本構想総合振興計画 平成２３年度〜令和２年度

市政運営の基本方針 令和３年度及び令和４年度
第５次新座市総合計画 ※策定中 令和５年度〜令和１４年度

【参考】総合計画等の推移

【第５次総合計画の構造】
基本構想：理想とする将来都市像を掲げ、その実点に向かって市民
（政策） と市が計画的にまちづくりを進めていくための指針。

基本計画：基本構想にある政策の実現の手段である施策を明記した
（施策） もの。

実施計画：基本計画にある施策の目的達成の手段である事業を具体
（事業） 的に明記したもの。社会経済情勢や財政状況の変化・市

民ニーズへの対応を考慮して、毎年度見直しを行う。
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次期総合戦略の策定について
新座市地方創生総合戦略の延長について

当初策定した地方創生総合戦略は令和元年度までを推進期間としておりましたが、次期総合戦
略を第５次総合計画と統合するに当たり、総合計画と終期を合わせるため、推進期間を１年延長
し、令和２年度までとしました。
その後、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響等により、総合計画の策定を２年先送り

することとしたため、これに伴い、総合戦略の推進期間を更に２年延長しました。
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次期総合戦略の策定について
総合戦略の構成について

地方版総合戦略については、まち・ひと・しごと創生法 第１０条 第２項において、おおむ
ね以下の事項について定めるものとされています。
第１号 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関する目標
第２号 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市町村が講ずべき施策に関する

基本的方向
第３号 前２号に掲げるもののほか、市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市

町村が講ずべき施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項

それぞれの事項の記載例※「地方創生総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和４年５月改訂版）」より

基本目標 人口の現用と将来の展望を踏まえた上で、それぞれの地域の実情に応じながら
一定のまとまりの政策分野ごとに設定することが適切

基本的方向 基本目標の達成に向けてどのような政策を推進していくかを基本的方向として
記述することが適切

具体的な施策
基本的方向で設定した政策分野ごとに地域の実情に応じながら計画期間のうちに実施する施策を検討し、
盛り込むことが適切
(重要業績評価指標(KPI) 効果的な取組の推進のための客観的に設定するもの)
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総合戦略の策定経緯を
説明し、総合計画との
統合について明記する
とともに、その評価方
法について記載してい
ます。

目指すまちの方向性と
人口推計を示し、それ
らを踏まえた基本目標
を記載しています。

次期総合戦略の策定について
次期総合戦略（案）について

第５次総合計画に位置付けている第２期地方創生総合戦略の内容は以下のとおりです。
具体的な施策については、前述のとおり、基本計画に位置付けたものとなります。

6



次期総合戦略の策定について
今後のスケジュール等について

会議で頂いた意見等を基に次期総合戦略の内容の修正について検討します。
また、第５次総合計画前期基本計画のパブリック・コメント手続条例に基づく意見募集を通じ

て、次期総合戦略の内容も含めて市民の皆様からの御意見を伺う予定です。市民から提出のあっ
た御意見等につきましては、次回の会議においてお示しさせていただきたいと考えております。
なお、次回の会議（令和４年度第２回）は、２〜３月の開催を予定しており、令和３年度新座

市地方創生総合戦略進捗状況報告書についても併せて御報告させていただくことを予定していま
す。日程や詳細については、改めて調整させていただきます。

また、国ではまち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改訂し、デジタル田園都市国家構想
総合戦略（仮称）の策定を進めている状況です。新たな戦略が策定された場合、これに基づき地
方版まち・ひと・しごと創生総合戦略の改訂に努めることとされているため、必要に応じて本市
でも対応する必要がある場合がございます。詳細が分かり次第、改めて御報告させていただきま
す。
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